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福井県障がい者福祉計画  令和７年度の主な取組方針  

 

１  共に生きる社会の実現  

（１）出前講座の実施  

 ・障がい者差別の解消や合理的配慮等について、学校や事業者に出向き 

  講座を実施。（障がい当事者講師が大変好評であり、謝金予算を増額）  

 

 

 

 

 

 

 
 

共生社会について、遊びながら学習      障がい当事者講師による講座  

（ 「福井県共生社会かるた」を活用）   

※囲み内の写真は、令和６年度実績（以下同じ）  

 

（２）改正障害者差別解消法の周知  

 ・合理的配慮に関する好事例「できルール」について、当事者の意見等を聞き 

  ながら分かりやすく説明するパネルを作成、事業者等に向け情報発信 

 ・障害者週間を捉え、県民への啓発活動を引き続き実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

     「できルール」パネル展         障害者週間における街頭啓発  
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（３）「共生社会推進タウンミーティング」の開催  

  ・県内各地区で引き続き実施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  自分らしく活躍し、生き生きと生活する 

（１）障がいのある方の幸せ就労の推進  

  ・デザイナーと協働し、付加価値やデザイン性の高い新商品の開発  

  ・障がい者就労の情報をまとめた WEB サイトの拡充  

  ・県内外におけるプチフクション！フェスの開催  

  ・官公庁や企業等に対し、障がい者施設への優先発注を推進  

  ・農福連携ビジネスコンテストの開催  

  ・農業者と就労事業所による地域交流会、農福商談マルシェの開催  

  ・農林水産業分野で障がい者を受け入れるための環境整備の支援  

  障がい者就労施設の生産性向上に向けた設備導入を支援  

 

（２）一般就労に向けた支援  

  障がい者就労・生活支援センターの丹南圏域への増設  

（現在は、福井坂井・奥越・丹南の３圏域で１か所、嶺南圏域で１か所）  
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（３）文化芸術活動の充実  

  ・障がい者アート展を実施  

  ・福井県障がい者芸術文化活動支援センター(ふくみなーと)の活用  

  ・障がい者アートを活用した商品プランコンテストの実施  

 

３  障がい特性に応じて適切に支え合うための環境づくり 

（１）障がい福祉・医療を支える人材確保  

  ・高校生を対象に障がい福祉事業所の若手職員による「福祉のしごと」

をテーマにした魅力発信・職業紹介パネルディスカッションを実施  

  ・若者層をターゲットに障がい福祉の魅力を発信する動画広告を配信  

  ・県内外の大学生等を対象に、県内障がい福祉事業所での有償インター

ンシップを実施  

  ・障がい福祉事業所における高齢者等の短時間就労（ちょこっと就労）を

促進  

  ・介護職員の負担軽減を図るための介護ロボットや ICT 機器の導入を

支援  

  障がい福祉事業所の生産性向上や人材育成等に関する課題の解決に

向けたワンストップ相談窓口を設置、専門家の派遣  

  ・医療的ケア児者への支援を総合調整するコーディネーターの養成、医

療的ケア児者に対応できる医師や看護師等の養成  

  ・医療的ケア児者に関する医療・看護・福祉等の理解を深めるためのシン

ポジウムを開催  

  介護福祉士等を目指す学生や外国人に対し、就学資金等の貸付  

  海外の現地育成機関と連携し、現地の外国人材を対象とした障がい

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者アート展（県庁ホール）       障がい者アート活用商品  試作品  
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福祉分野の基礎研修を実施、本県で働く外国人材を対象とした技術

向上研修を実施、外国人材を受け入れる事業所を対象とした管理者

向け研修を実施  

  専門相談員による外国人材受入事業所への巡回・オンライン相談を実

施  

  生産性向上や業務効率化、職場環境の改善に必要となる経費を支援

し、職場の離職防止・職場定着を促進  

  障がい福祉サービス事業所等が協働で行う人材の確保・経営の安定

化に向けたモデル的な取組みを支援  

 

（２）障がい児の地域療育体制の充実  

  各市町における社会資源の整備状況等の調査・分析し、市町や関係機

関等への助言等を実施  

  こども療育センター職員が地域の障がい児通所支援事業所等に出向

き、職員に適切な療育方法を指導  

  地域で拠点となる医療機関において、家族等が発達の特性の基礎知

識や関わり方等を学ぶ家族支援プログラム講座を開催  

  ・難聴児を受け入れる児童発達支援センター職員の資質向上を図るため

の巡回指導を実施  

 

（３）障がい児者の家族への支援  

  各市町における社会資源の整備状況等の調査・分析し、市町や関係機

関等への助言等を実施（再掲）  

  医療的ケア児の家族のレスパイトを行う事業所に対し、看護師人件費

相当分を支援  

  ・緊急時の受入れ等に対応する地域生活支援拠点等の整備・運営に関し

て適切なアドバイスを行うアドバイザーを市町に派遣  

 

（４）相談体制・ピアサポートの充実  

  ・各地域自立支援協議会や相談支援専門員が地域の課題を持ち寄り、

共有し、解決方法を検討するネットワーク連絡会を開催  

  ・各市町での基幹相談支援センターの整備に向けてアドバイスを行うアド

バイザーを派遣  
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  ・障がい当事者が講師となり、障がい福祉事業所職員を対象としたピア

サポート養成研修を実施  

 

（５）高齢化対策の充実  

  ・各地域自立支援協議会において、移行に関する制度周知や地域内の

社会資源の情報共有を実施  

  ・障がい福祉事業所における「共生型サービス」を推進  

 

（６）医療的ケア児者・重症心身障がい児者への支援  

  医療的ケア児者支援センターの運営、嶺南に相談支援拠点を設置  

  ・医療的ケア児者への支援を総合調整するコーディネーターの養成、医

療的ケア児者に対応できる医師や看護師等の養成（再掲）  

  ・医療的ケア児者に関する医療・看護・福祉等の理解を深めるためのシン

ポジウムを開催（再掲）  

  医療的ケア者のグループホームの整備を促進し、親亡き後も見据え安

心して生活できる環境を整備  

  ・医療的ケアが必要な重度障がい児者の受入れ拡大に必要な施設改修・

設備整備等を支援  

  医療的ケアが必要な重症心身障がい児者の受入や送迎、入浴サービ

スを提供する事業者を支援（支援単価の引き上げ）  

  医療的ケアのない障害支援区分６の重症心身障がい者に入浴サービ

スを提供する事業者を支援  

  ・訪問看護サービスの延長利用や訪問看護事業所から短期入所事業所

へ看護師を派遣した際の経費を支援  

  人工呼吸器など命に直結する機器に頼らざるを得ない医療的ケア児

者に対して、非常用自家発電装置や外部バッテリー等の購入経費を支

援  

 

（７）強度行動障がい児者への支援  

  県自立支援協議会の事業部会に、「強度行動障がい地域支援体制推

進部会」を設置  

  県内の強度行動障がい児者支援の中心的な役割を担う広域的支援

人材や中核的人材を養成、支援者同士の繋がりを構築するための事例
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検討会の開催  

  調整会議を開催し、集中的支援を実施するケースの優先順位や支援

方法等を検討し、障がい福祉事業所へ専門チームを派遣（年度後半）  

  ・強度行動障がい児者の受入れ拡大に必要な施設改修・設備整備等を

支援  

 

（８）発達障がい児者支援の充実  

  ・こども療育センターとスクラム福井の連携強化による、発達障がい児の

早期発見・早期支援  

  ・発達障がい者サポーターの育成と相談支援体制の整備等  

 

（９）ひきこもりへの支援  

  ・ひきこもり支援機関の周知や職員研修による資質向上により、市町に

対する困難案件への後方支援を強化  

  ・自宅以外で安心して過ごせる「フリースペース」の設置を促進  

 

４  安心・安全に暮らせるまちづくり 

（１） 民間施設のバリアフリー化への支援  

  ・商業施設等に対してバリアフリー設備等の整備に対する支援を実施  
 

   令和７年２月からは、医療機関や金融機関など県民の暮らしに直結  

する施設を支援対象に追加（不特定多数が利用しない施設への整備は  

対象外）  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

        美容室へのスロープの設置       障がいのある方の運転を周知  
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（２）県有施設の点字ブロックの改修  

   ・引き続き、点字ブロックの改修を集中的に実施予定  

 

 

 

 

 

 

 

             改善前後（福井県立海浜自然センター）  

 

（３）県福祉のまちづくり条例整備基準の見直し検討  

   ・国におけるバリアフリー法の整備基準等を精査し、意見を聞きながら、 

    基準の見直しについて検討  

 

（４）心のバリアフリーの推進  

   ・県内共通の「ハートフル専用パーキング利用証」の交付  

   ・「ヘルプマーク」の交付・周知啓発  

 

 

 

 

 

 
 

     シンポジウムにおける講演         「はぴチャンネル」での動画広告  

   ・ハートフル専用パーキング協定施設の拡大  

 



     

(資料 ３) 別紙１ 





     





     



〒910-8580 福井県福井市大手3丁目17-1 福井県健康福祉部障がい福祉課共生社会グループ

Email：syogai@pref.fukui.lg.jp    HP： https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shougai/barrierfree/omotenasi.html

最大1/2が

補助されます

☎ 0776-20-0338

※「福井県福祉のまちづくり条例」に定める「公益的施設」（不特定かつ多数の者が利用する施設およびこれに準じる施設）

ただし、従業員や入居者、区民などに利用者が特定される施設の整備や、公共施設の整備は、補助の対象となりません。

■補足事項
１ 交付決定日以前に着手済の整備に関する支出は補助対象外となります。
２ 年度末（3月31日）までに改修工事（または納品）およびその代金の支払が完了しているものが対象となります。

A ハード整備（工事施工） B ソフト整備（物品購入等）

補助率1/3（上限：5万円）

① 交付申請書類を

県に提出

② 県から交付決定

通知書が到着後、

事業に着手

③ 事業完了後、

県に実績を報告

④ 県から額の確定

通知書が届いたら

請求書を送付

⑤ 補助金交付

交付までの流れ ＼ やり取りはメールと電話で完結!! ／

まずはお気軽にお電話ください うちは対象になる？ 書類の作り方を教えて！

例） スロープや手すりの設置、トイレの拡張、

点字ブロックの敷設・補修等

例） 貸出用車いす・簡易スロープ・筆談ボード等の

購入、点字や音声コードを用いたメニューの作成

A B+

A

B のみ

バリアフリーを導入すると

おもてなしのバリアフリー・合理的配慮推進事業補助金

補助率1/２（上限：50万円）

平日 8:30-17:15

＼ 詳細や各種様式はHPから！／

不特定多数の県民が利用する施設を追加

令和７年２月から

病院・診療所 社会福祉施設 宿泊施設 金融機関

誰も、ずっと強くはいられないから

対象施設を大幅に拡大しました！

これらの施設への

ハートフル
パーキングの
整備もOK！

（ のみでの申請はできません）

(資料３)別紙２



　

Ⅲ　人手不足克服に向けた対策

（１）各業界における人手不足対策

障がい福祉人材確保・定着促進事業 13,835

28,811

[37,110]

介護福祉士等修学資金貸付事業 60,796

[－]

介護・障がい福祉分野における人材確保・職場環境改善等事業 701,563

[－]

（健康福祉部長寿福祉課、
障がい福祉課）

（健康福祉部障がい福祉課）

　障がい福祉人材を安定的に確保し、障がい福祉サービス事業所等における人材不足を解
消するため、人材の発掘・就職・定着に向けた対策を実施します。
　　事業内容　若年層に対する障がい福祉分野の魅力発信
　　　　　　　学生向けの有償インターンシップの実施
　　　　　　　障がい者福祉施設における高齢者等の短時間就労(ちょこっと就労)を促進
　　　　　　　重度障がい児者受入れ事業所に対し、施設整備等に要する経費を支援
　　　　　　　介護ロボットやＩＣＴ機器の導入等に係る経費を支援
　　財　　源　障害者総合支援事業費補助金　等

　介護・障がい福祉事業所に対し、生産性を向上し更なる業務効率化や職場環境の改善に
必要となる経費を支援することにより、職員の離職防止・職場定着を促進します。
　　事業内容　人件費や職場環境の改善に必要な経費を支援
　　補助対象　福祉・介護職員等処遇改善加算を取得している事業所のうち、計画を策定
　　　　　　　し職場環境改善等に向けた取組みを行う事業所
　　補 助 率　国１０／１０
　　補 助 額　常勤職員１人あたり５万４千円相当
　　財　　源　介護保険事業費補助金　等（国１０／１０）

（健康福祉部長寿福祉課、障がい福祉課）

　介護福祉士等を目指す学生等に対して、修学資金等の貸付けを行い、介護・障がい福祉
分野における介護人材を確保します。
　　事業内容　①介護福祉士養成校等入学者への修学資金等の貸付
　　　　　　　　　修学資金　　　　　　　　　　　（月額）５万円
　　　　　　　　　入学準備金・就職準備金　　　　　　各２０万円
　　　　　　　　　国家試験受験対策費　　　　　　　　　　４万円
　　　　　　　②実務者研修受講費用等の貸付　　　　　　２０万円
　　　　　　　③福祉系高校生への修学資金の貸付
　　　　　　　　　入学準備金・介護実習費　　　　　　　各３万円
　　　　　　　　　就職準備金　　　　　　　　　　　　　２０万円
　　　　　　　　　国家試験受験対策費　　　　　　　　　　４万円
　　　　　　　④介護分野・障がい福祉分野への就職支援金の貸付　２０万円
　　　　　　　⑤介護分野経験者への再就職準備金の貸付　４０万円

　　実施主体　福井県社会福祉協議会
　　財　　源　生活困窮者就労準備支援事業費等補助金

令和７年度当初予算案（令和６年度２月補正予算案を含む）　主要事業

予 算 額

（単位：千円）

［６年度当初予算額］

2月補正

当初予算

2月補正

2月補正

(資料３)別紙３
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　( )

障がい福祉分野における小規模事業所の協働化モデル事業 9,000

[－]

（２）外国人材の受入強化

介護・障がい福祉分野における外国人材育成支援事業 1,000

40,970

[36,210]

Ⅳ　長期ビジョンの推進

＜個性を伸ばす（人材力）＞

（３）多様な個性や能力を育み、活かす共生社会の実現

◇多様な価値観が認められ自分らしく生きられる社会の実現

『み（魅・見）せる』共生社会推進事業 4,398

[4,478]　日常生活の中で「共生社会」について考えるきっかけとなる「みせる」しかけづくりに
より、多様な価値観を認め合う豊かな社会の実現を図ります。
　　事業内容　障がい者アート活用商品プランコンテストの実施
　　　　　　　障がい当事者による出前講座の実施
　　　　　 　 改正障害者差別解消法の周知
　　　　　　　障がい者アートの発信、活動支援　等
　　財　　源　地域生活支援促進事業費等補助金、身体障がい者福祉費補助金

　海外の機関と連携して本県に受け入れる介護人材を現地で育成（日本語・介護技術）
し、外国人介護人材の受入れを促進します。
　　事業内容　　 現地教育機関等が行う日本語講習経費を支援
                 現地教育機関等に講師を派遣して行う介護導入講習経費を支援

　　　  　　　　 外国人介護職員からの相談対応や事業所への指導等を行う「ふくい外
　　　　　　　　 国人介護職員支援センター」の運営　等
　　財　　源　　 介護保険事業費補助金

（健康福祉部障がい福祉課）

（健康福祉部障がい福祉課）

　障がい福祉サービス事業所等が協働で行う人材の確保・経営の安定化に向けたモデル的
な取組みに対し支援を行い、障がい福祉分野における協働化を推進します。
　　事業内容　障がい福祉サービス事業所等が協働して実施する人材確保・経営の安定化
　　　　　　　に向けた取組みを支援
　　補 助 率　国１０／１０
　　財　　源　障害者総合支援事業費補助金（国１０／１０）

（健康福祉部長寿福祉課、障がい福祉課）

2月補正

2月補正

当初予算

予 算 額

（単位：千円）

［６年度当初予算
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　( )

おもてなしのバリアフリー・合理的配慮推進事業 21,099

[60,500]

8,151

[－]

◇多様な人材が活躍する共生社会の実現

障がい者就労支援事業 12,209

[13,019]

『障がい者×農林水産業』による幸せ就労実現事業 19,475

[24,023]

　障がいの有無にかかわらず、すべての県民および来県者が安心して快適に過ごせるよう
バリアフリー化を推進します。
　　事業内容　民間施設のバリアフリー化に係る工事施工費等への支援
　　　　　　　    補　助　率　県１／２（物品購入のみの場合は１／３）
　　　　　　　    補助上限額　５０万円（物品購入のみの場合は５万円）
　　　　　　　県有施設のバリアフリー改修（点字ブロックの整備）

（健康福祉部障がい福祉課）

福井県福祉のまちづくり整備基準見直しのための基礎調査 （健康福祉部障がい福祉課）

　福井県福祉のまちづくり条例に定める整備基準について現状把握や課題整理を行い、見
直しの必要性やその内容について検討します。
　　事業内容　福祉のまちづくり条例に関する現状把握と課題整理に関する調査

（部局連携：健康福祉部障がい福祉課、
農林水産部園芸振興課）

（健康福祉部障がい福祉課）

　障がい者の賃金・工賃の向上を図るとともに、利用者１人ひとりが働くやりがいや生き
がいを実感できる幸せ就労の実現を目指します。
　　事業内容　デザイナーとの協働による高付加価値商品の開発
　　　　　　　障がい者就労の情報をまとめたＷｅｂサイトの運営
　　　　　　　　　利用者インタビューや活躍する様子など障がい者就労の魅力を発信
　　　　　　　　　民間企業との業務マッチングを支援
　　　　　　　障がい者就労支援施設の商品を県内外の販売会・イベント等で販売
　　財　　源　地域生活支援促進事業費等補助金

　障がい福祉と農林水産業との連携により、障がい者が自分らしく働くことができる場を
創出する地域共生型農福連携を推進し、障がい者の更なる幸せ就労の実現を目指します。
　　事業内容　地域共生を目指す農福連携事業者を応援するビジネスコンテストの開催
　　　　　　　および伴走支援の実施
　　　　　　　農福連携への新規参入や基盤強化の支援を実施
　　　　　　　　　農福連携地域交流会の開催
　　　　　　　　　農福連携の環境整備に必要な設備等の導入への支援
　　　　　　　　　　　補　助　率　１／２
　　　　　　　　　    補助上限額　１５０万円
　　　　　　　    農福連携商談会の開催
　　　　　　　　　農福連携を試行的に取り組む農家に対し支援
　　　　　　　　　　　補　助　率　１０／１０
　　　　　　　　　　　補助上限額　１０万円
　　　　　　　　　障がい者活用に関する農家向け研修会の開催
　　財　　源　地域生活支援促進事業費等補助金、農山漁村振興交付金
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　( )

ＩＣＴ機器等の活用を通じた障がい者就労の生産性向上支援事業 2,601

[－]

障害者就業・生活支援センター事業 14,136

[9,424]

＜住みやすさを高める（地域力）＞

（１４）誰も取り残されない安心の医療・介護・福祉の充実

◇医療・福祉現場でのＤＸ推進

介護・障がい福祉分野における生産性向上推進事業 260,358

8,358

[150,386]

◇複合化・複雑化した福祉ニーズへの対応

医療的ケア児者およびその家族に対する支援 83,731

[83,070]

（健康福祉部障がい福祉課）

　障がい者の職業生活における自立を図るため、就業および職場への定着に向けた就業面
と生活面からの一体的な相談支援を実施します。
　　事業内容　　 障害者就業・生活支援センターの生活支援員による相談支援
                 就業に向けた基礎訓練の実施

　　財　　源　　 地域生活支援促進事業費等補助金

（健康福祉部長寿福祉課、障がい福祉課）

　「ふくい介護テクノロジー・業務改善支援センター」による介護ロボットやＩＣＴ機器
の導入による生産性向上に関する相談や導入支援等により、介護職員等の負担軽減を図
り、介護現場の働く環境改善や魅力向上につなげます。
　　事業内容　　 福井県介護人材確保・介護現場革新会議の開催
　　　　　　　 　「ふくい介護テクノロジー・業務改善支援センター」の運営

　　　　　　　　 　　※障がい福祉分野を新たに支援対象に追加
　　　　　　　　 介護ロボットやＩＣＴ機器の導入等に要する経費を支援
　　財　　源　　 介護保険事業費補助金、地域医療介護総合確保基金

（健康福祉部障がい福祉課、児童家庭課）

　医療的ケアが必要な障がい児者とその家族が、地域で安心して生活できるよう必要な支
援を実施します。

　　　　　　　　 受入や送迎・入浴サービスを提供する事業者を支援
　　　　　　　　 （支援単価の引き上げ）

　　　　　　　　 ビスを提供する事業者を支援（１，２００円／人・回）
　　　　　　　　 医療的ケア児者に対応できる医師や看護師等の養成

　　　　　　　　 医療的ケア児を受け入れる保育所等に対する看護師の配置支援　等
　　財　　源　　 保育対策総合支援事業費補助金、地域医療介護総合確保基金　等

（健康福祉部障がい福祉課）

　障がい者就労施設の生産性向上に向けた設備導入を支援し、障がい者の工賃向上を図り
ます。
　　事業内容　障がい者就労施設に対し、ＩＣＴ機器等の導入に必要な経費を支援
　　補 助 率　国１／２、県１／４
　　財　　源　障害者総合支援事業費補助金

2月補正

2月補正

当初予算
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　( )

医療的ケア者グループホーム支援事業 244

[－]

医療的ケア児者への災害時電源確保支援事業 6,150

[－]

地域自殺対策強化事業 32,506

[30,322]

総合福祉相談所機能強化事業 243,230

[184,850]

（健康福祉部障がい福祉課）

　医療的ケアが必要な方のグループホームの整備を促進し、親亡き後も見据え安心して生
活できる環境を整備します。
　　事業内容　医療的ケア者グループホーム設置検討会の開催
　　　　　　　医療的ケア者グループホーム施設整備支援（制度創設）
　　　　　　　　　実 施 主 体　医療的ケア者に共同生活援助を提供する法人
　　　　　　　　　補　助　率　県３／４
　　　　　　　　　補助上限額　補助対象経費の３／４もしくは社会福祉施設等施設整備
　　　　　　　　　　　　　　　費国庫補助金に準ずる金額の低い方
　　　　　　　　　財　　　源　地域医療介護総合確保基金
　　　　　　　医療的ケア者グループホーム運営費支援（制度創設）
　　　　　　　　　実 施 主 体　医療的ケア者に共同生活援助を提供する法人
　　　　　　　　　補　助　率　定額
　　　　　　　　　補助上限額　１年目：１，０００万円
　　　　　　　　　　　　　　　２年目：    ５００万円
　　　　　　　　　　　　　　  ３年目：　　２００万円（黒字とならない範囲まで）

（健康福祉部障がい福祉課）

　人工呼吸器など命に直結する機器に頼らざるを得ない医療的ケア児者に対して、災害発
生時に備えた電源確保を支援します。
　　事 業 内 容　医療的ケアが必要な重度障がい児者に対し、生命・身体機能の維持に必
　　　　　　　　要な非常用自家発電装置や外部バッテリー等の購入経費を支援
　　補　助　率　県３／４（市町１／４）
　　補助上限額　１０万円／人
　　財　　　源　地域医療介護総合確保基金

（健康福祉部障がい福祉課）

　相談体制の充実や、ライフステージ別の対策、民間団体の活動への支援等により、自殺
の防止を図ります。
　　事業内容　地域における総合的な支援体制の強化
　　　　　　　　　ＹｏｕＴｕｂｅ広告による相談窓口の周知啓発
　　　　　　　　　男性専用電話相談の実施
　　　　　　　ライフステージ別の対策の充実
　　　　　　　　　メンタルヘルスセミナーやストレスチェックの実施
　　　　　　　　　若者の自殺危機対応チームの設置
　　　　　　　ハイリスク者への支援の充実
　　　　　　　 　 自殺未遂者支援の実施
　　　　　　　    ＳＮＳ相談体制の整備
　　　　　　　民間団体が実施する電話相談等への支援
　　財　　源　地域自殺対策強化交付金

（健康福祉部障がい福祉課）

　障がい者の医療と福祉の連携体制を強化するため、総合福祉相談所の障がい者支援部門
をこども療育センター建物内へ移転します。
　　事業内容　改修工事
　　事業期間　令和５年度　　　　　改修工事実施設計
　　　　　　　令和６年度～７年度　改修工事
　　供用開始　令和７年１１月（予定）
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　( )

社会福祉施設等施設整備事業 355,235

167,062

[122,042]

[633,600]

医療機関・福祉施設における省エネ設備等導入支援事業 436,530

[－]

　原油価格・物価高騰等が続く中、医療機関・福祉施設の省エネ設備の導入を支援し、コ
スト削減による経営の安定化を図ります。
　　事 業 内 容　省エネ効果の高い設備の導入支援
　　補　助　率　県１／２
　　補助上限額　２００万円（下限２０万円）
　　対 象 経 費　高効率空調・換気設備、ＬＥＤ　等
　　財　　　源　重点支援地方交付金（１０／１０）

（健康福祉部障がい福祉課）

　民間社会福祉施設の整備を支援し、利用者が安定した日常生活を送ることができる環境
を確保します。
　　補助対象　障がい者福祉施設の改修等（３施設）
　　補 助 率　国１／２、県１／４
　　財　　源　社会福祉施設等施設整備費国庫補助金

（健康福祉部地域福祉課、長寿福祉課、障がい福祉課、児童家庭課、
健康福祉部健康医療局地域医療課、医薬食品・衛生課）

2月補正

2月補正

当初予算

5年度2月補

6年度当初予算
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